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１．概　要

２．エアボールＱの配合処方例　 ＜ﾌﾟﾚﾌｫｰﾑ方式＞
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）
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粘土エアーモルタル配合例（１ｍ
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）
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※ｾﾒﾝﾄ：高炉Ｂ種　　混合材：粉末粘土

※作液水：水道水（２０℃）

※ｾﾒﾝﾄ等材料の種類、品質の違いにより流動性、強度などが異なりますので、事前に試験練りを行い

　配合を調整して下さい。

(kg)

ｴｱﾎﾞｰﾙＱ

『エアボールＱ』は、低温時においても発泡性能を維持し、セメント混合前後において

殆ど気泡径が変わること無く、細かい状態で存在します。また、使用濃度は２０倍希釈

で発泡倍率を２５倍として用いるため、少量の気泡剤で多量の気泡を作成することがで

きます。『エアボールＱ』は、充分な品質管理を行っておりますので、安心してご使用

頂けるものと確信しております。

セメント 混合材 水 ｴｱｰ量

（％）

株式会社　立 花 マ テ リ ア ル

エアーボール Ｑ
界面活性系セメント起泡剤

　近年、作業環境の改善に伴い、臭気の強い蛋白系気泡剤に替わり界面系気泡剤を使用

する傾向にあります。しかし、一般的に界面系の気泡は蛋白系の気泡と比べると弱く、

セメント中で気泡が互いに結合して気泡径が大きくなる傾向にあり、また、低温時での

気泡力が劣るといった欠点があります。

　今回新たに、界面系セメント起泡剤『エアーボールＱ』を商品化しました。

(kg)

希釈水

(kg)

生比重

0.51 70

300 197.9 1.36 25.84 0.52

270 26.60

希釈水 生比重

68

400 218.2 1.26 23.94 0.64 63

セメント 混合材 水 ｴｱﾎﾞｰﾙＱ

186.6 1.40

(kg) (kg)

0.79 50

ｴｱｰ量

(kg) (kg) (kg) (kg) (kg) （％）

435.1 0.78 14.82 0.89 39

160 320 301.4 1.00 19.00

0.52

35240 240 464.1 0.70 13.30 0.98

200 240

(mm)

180±20

180±20

180±2065350 213.2 1.30 24.70
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３．エアーボール Ｑの成分・性状

ｱﾆｵﾝ系界面活性剤 黄色透明液体
グリコール類 1.03±0.02
気泡安定剤 30cSt
水・その他 弱アルカリ性

４．エアーモルタル品質試験方法

＜生比重の測定＞

１Ｌマスで容器重量を差し引いた試料の重量を測定し、次の計算式より算出します。

生比重 ＝ Ｗ-Ｗ０/1000 Ｗ＝気泡モルタル１Ｌ重量+０Ｌマス容器重量
Ｗ０＝１Ｌマス容器重量

＜フロー値の測定＞

φ80ｍｍ×80ｍｍの円筒コーンに試料を入れ、それを引き上げた時に拡がる長、短直径

の平均値を測定します。

＜エアー量の測定＞

（ｱﾙｺｰﾙ法）

500ｃｃのメスシリンダーに試料200ｃｃをとり、水を200ｃｃ加えて充分に振って泡を

分離させ、アルコール100ｃｃを滴下し、完全に消泡させた後、メスシリンダーの目盛

により、次の計算式により算出します。

エアー量（％） ＝ （500ｃｃ　- シリンダー目盛）/　200ｃｃ　×　100％

（比重測定法）

試料の生比重を測定し、下記の式によりエアー量を算出する。

モルタル重量（セメント＋骨材＋水＋起泡剤）

モルタル体積（未発泡体積）

＜一軸圧縮強度の測定＞

3連型枠（4×4×16ｃｍ）を使用して供試体を作り、湿空（20±3℃、90％）養生後、

ＪＩＳ法により測定します。

　　 取り扱い上の注意
 ① 工事関係者以外は取り扱わないでください。

 ② 調合はカタログに従ってお粉ってっください。

 ③ 指定した材料以外のものとの混合は避けてください。

 ④ 高温、多湿とならない一定の場所に保管してください。

 ⑤ 水ぬれしないよう保管してください。

 ⑥ 目に入った場合は、大量に水で少なくとも１５分以上洗浄し、直ちに医師の診察を受けてください。

 ⑦ 過て飲み込んだ場合は、直ちに医師の診察を受けてください。

 ⑧ この物質及び容器を廃棄する場合は、産業廃棄物処理専門業者に委託してください。
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FAX 052-979-5708

埼 玉 県 八 潮 市 大 瀬 字 碑 田 ７ ３ ９ 番 ５ 号

電 話 0849-97-4808 FAX 0849-98-4630

東 京 都 足 立 区 保 木 間 １ 丁 目 ６ 番 １ ５ 号

福 岡 市 博 多 区 半 道 橋 ２ 丁 目 ７ 番 ４ ２ 号

宮 城 県 仙 台 市 宮 城 野 区 港 ４ 丁 目 ６ 番 １ 号

電 話 06-6865-1601 FAX 06-6865-1613 電 話 052-979-5707

電 話 022-786-2861

電 話 03-3885-7800

TEL 092-472-0245

FAX 022-786-2865

FAX 03-3885-7355

FAX 092-472-0614

Ｗ
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